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を「家族の一員」として捉える意識の高まりとともに、よ
り想いに寄り添ったお別れの形が求められるようになって
きた。近隣環境へ配慮し、環境負荷や自然循環などの環境
意識の高まりとともに、新たな葬法への関心も高まってい
るという。
　こうした流れを受け、MIROKUは海外の技術調査や専門
家との協議、安全性の検証を経て日本向けの装置開発に成
功。一方のサイカンシステムは、ペット葬ブランド「COCO
ペット」の理念と親和性があることから開発に参画し、今
後は総代理店としてMOTHERの販売を担っていく。

　葬祭業と訪問ペット火葬を行なうサイカンシステム㈱
は、環境負荷の少ない新たな葬法を開発する㈱MIROKU
と協業し、国内初のペット向けアクアメーション装置
「MOTHER」を開発し、このほど販売を開始した。
　アクアメーションとは、水とアルカリ溶液、適切な温度・
圧力管理のもとで有機物を分解するアルカリ加水分解法の
こと。装置の液体層にペットの亡骸の大きさに合わせたア
ルカリ水を注入し、緩やかな水流を加えながら50℃以上
に加温すると、個体差により異なるが約１～２時間で亡骸
が分解する。
　欧米では1990年代からアクアメーション葬法がはじま
り、ペットおよび人向けの環境配慮型の葬法として研究・
活用が進み、合法的葬法として認可する国・地域も年々増
加している。同葬法は、排煙が出ないため市街地のオフィ
スビルや商業施設で実施でき、火葬と比較すると二酸化炭
素の排出を90％削減でき、遺骨はきれいな状態で残るな
どの特徴がある。
　現在、日本のペットの多くは火葬されているが、ペット

をテーマに顧客の期待・満足の構造を理解し、葬儀社にとっ
ての良いサービスを再定義。自社のサービス品質を可視化
し、現場改善・オペレーション強化に向けたアクションプ
ランをワークショップ形式で議論し、作成した。
　第２回は５月15日、第３回は７月15日に開催予定。

　葬祭業の経営者向けコミュニティ「プレアカ」は、３
月18日、東京・日本橋の早稲田大学日本橋キャンパスで
PREACA Essentials（プレアカ エッセンシャルズ）「サービ
ス・マーケティング実践ワークショップ」を開催した。
　同ワークショップは全３回構成で、参加者は葬儀社の経
営幹部・幹部候補、事業承継予定者。ワークショップでは、
葬祭業におけるサービスを、①「良いサービスをどう実現
するのか」、②「その価値をどうマーケティングにつなげ
るか」、③「良いサービスを提供するにはどのように組織
づくりを行なっていくか」の３段階で体系的に整理し、自
社の現場・実務で応用できる形での習得を目指す。参加企
業同士の知見も共有しながら、「自社サービスの強み・課
題の可視化」「マーケティングメッセージの構築」「現場オ
ペレーションの改善設計」までをディスカッションのなか
で具体化していく。
　講師は、プレアカの東海大学学術戦略研究所特任講師・
早稲田大学ビジネス・ファイナンス研究所招聘研究員の高
木啓介氏が務める。初回は「良いサービスの定義と可視化」 TEL●050-3184-3491

サイカンシステム㈱ （さいたま市大宮区）

葬祭業経営者コミュニティ「プレアカ」（川崎市川崎区）
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※社名横のQRコードでそれぞれの
　PRサイトにアクセスできます

国内初のペット用装置「MOTHER」を共同開発

サービス・マーケティング実践ワークショップ

欧米で普及が進む新葬法・アクアメーション

葬儀社の顧客満足を売上げに変える
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国際葬儀連盟（FIAT-IFTA）
全国霊柩自動車協会

6月23日（火）・24日（水・友引）
パシフィコ横浜（横浜・みなとみらい）

TEL.03-3563-0043

10：00～17：00 10：00～16：30 ホームページを
ご確認ください。

皆様のご来場をお待ちしております。

来場事前登録受付中！
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　一般財団法人冠婚葬祭文化振興財団（理事長佐久間庸和
氏）は、３月19日、『データから知る冠婚葬祭をとりまく
環境変化 データブック 2026年版』を発行した。
　同財団内で冠婚葬祭業界に関わるさまざまな調査研究を
行なう冠婚葬祭総合研究所が2016年から刊行をはじめた
もので、今回で通算第９号となる。
　本書は「社会環境」「冠婚葬祭業」「意識調査」「世界」
の全４章から構成される。冠婚葬祭業界の環境変化を示す
データをさまざまな資料から厳選・抜粋、データ総数は
135にのぼった。今号では新たなテーマを追加したり、紙
面構成を一部刷新したりするなどして、より実態に即した
データブックとなった。
　葬祭業界に関するデータは、「自宅で死亡した一人暮ら
しの人」や「都道府県別の葬祭ホール数」、「１社当たり平
均の施行件数・金額」「葬儀の予算感」など。社会環境を
はじめ４つのカテゴリーから幅広く取り上げている。
　冠婚葬祭業界のいまを知るデータをコンパクトにまと
め、経営者からスタッフまで、冠婚葬祭ビジネスに関わる

すべての人にとって欠かせない一冊といえる。
　本書は一般書店では取り扱っておらず、冠婚葬祭総合研
究所の問合せフォームから購入できる。

TEL●03-6273-3930　FAX●03-6273-3935

一般財団法人 冠婚葬祭文化振興財団／冠婚葬祭総合研究所 （東京都港区）

データブック 2026年版
データから知る冠婚葬祭をとりまく環境変化
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